
2016年度第1四半期決算の概要について説明します。
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サマリーについて説明します。

受注高は、エネルギー・環境の増加を背景に前年同期から1,023億円増え、9,241億円
となりました。

売上高は、前年同期から841億円減少の8,472億円となり、第1四半期時点では前年同
期よりも減少しました。

営業利益は、売上高の減少により、前年同期から339億円減少の249億円となりました
が、粗利益率は前年同期とほぼ同じ水準の約20％でした。つまり、減収にともなう粗利

益額の減少と、ユニキャリア㈱買収などによる販管費の増加により、営業利益額が低
い水準となったと分析しています。

経常利益は、前年同期から782億円減少のマイナス166億円となりました。これは主に、

急速な円高進行による当期末での評価替を含めた為替差損と、持分法投資損失によ
るものです。三菱自動車工業㈱については、2016年度第1四半期末で当社の持分法
適用会社から外れましたが、日本会計基準に従い、2016年度第1四半期の同社業績
が、当社の持分法投資損失として反映されています。

特別損益は、昨今の株式市場の下落にともなう投資有価証券評価損を計上したことに
より、前年同期から55億円減少のマイナス73億円となりました。
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以上により、親会社株主に帰属する当期純利益（以下、純利益）はマイナス121億円、
EBITDAは674億円となりました。
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セグメント別の状況について説明します。

営業利益は、交通・輸送が前年同期から大きく減少しました。その主な要因は以下の
通りです。

1点目は、同セグメントの売上の中心である米国ボーイング社向け民間航空機事業は、

円主体のコストに対し売上がドルで計上される構造であるため、円高による為替影響
を大きく受けたものです。

2点目は、型式証明取得に向けて開発を加速しているMRJ関係費用が増えたものです。

3点目は、カナダのボンバルディア社向け民間航空機事業において生産機数減による
影響を受けたものです。

個々の事業単位で濃淡はありますが、機械・設備システムの営業利益も前年同期から
減少しました。中国経済の減速などを受けて、製鉄機械事業が苦戦している影響など
が数値にあらわれています。
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貸借対照表について説明します。

資産は、2015年度末から2,017億円減少し、53,012億円となりました。

主な減少要因は、売上債権の減少、手持ち現預金などその他流動資産の減少、減価
償却が進んだことによる固定資産の減少、保有する三菱自動車工業㈱の株式を含め
た投資等の減少などです。

負債・純資産の主な増減要因は、以下の通りです。

有利子負債は、当期フリーキャッシュフローがマイナスとなったことに加え、短期的な資
金需要を賄うためコマーシャルペーパーを新たに発行したことなどにより、421億円増
加しました。

純資産は、当期純利益がマイナスとなったこと、配当金の支払いがあったこと、昨今の
円高や株式市場下落にともなう評価差額などにより、1,176億円減少しました。

当社が注目している貸借対照表の見方の一つに、買入債務・前受金の合計値（①）と
たな卸資産（②）との関係があります。つまり、無利子負債で生産資金を捻出できてい
るかという観点ですが、①が約15,000億円であるのに対して、②は約14,000億円となっ
ており、バランスシートの状態は比較的健全であると評価しています。

5



主要財務指標およびキャッシュフローについて説明します。

当社の重要な経営指標の一つであるフリーキャッシュフローは、マイナス1,254億円と
なりました。営業キャッシュフローのマイナスは、現在建造中の客船やMRJの開発進捗

等で大きな資金需要があったことなどが原因です。投資キャッシュフローのマイナスは、
ボーイング向け民間航空機事業における増産および生産効率化のための投資や新型
ガスタービン試験設備への投資などによるものです。

全体としては比較的堅調に進捗していますが、引き続き、当社の重要な経営施策の一
つであるフリーキャッシュフロー改善に鋭意取り組んでまいります。
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セグメント別状況について説明します。

受注高は、主にエネルギー・環境の増加により、9,241億円となりました。

エネルギー・環境は、海外向け大型コンベンショナル火力発電プラントを受注したことな
どによって増加しました。交通・輸送ではＬＮＧ船などの商船や民間航空機が減少しまし
たが、防衛・宇宙では防衛航空機や特殊車両などが増加しました。機械・設備システム
では、M&A効果によりフォークリフトが増加した一方、世界経済の停滞を受けて主に製
鉄機械が減少しました。

受注残高は、2015年度末から979億円減少の67,972億円となりました。当期受注高が当

期売上高を上回った一方で当期末受注残高が減少した理由は、当期末時点の外貨建
受注工事を実勢の為替レートで評価替した結果、1,748億円の減少が発生したためです
。

受注残高の中には量産品のような当期受注当期売上工事は含まれていませんが、
67,972億円は概ね2年間の工事量に相当する水準です。
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売上高は、ご覧の通りです。
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営業利益について説明します。

エネルギー・環境の減益は、前年同期に化学プラントの高採算工事の完工があった反
動などによるものです。火力事業自体の利益率は前年同期から若干好転しており、同
事業の定常収益力が悪化したものではないと考えています。

交通・輸送の減益は、スライド4ページにてご説明の通り、民間航空機事業における為替
影響および生産機数減、MRJ開発費増加などによるものです。

防衛・宇宙は、ほぼ前年同期並みです。

機械・設備システムの減益は、製鉄機械の売上減少などによるものです。
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2016年度業績見通しについて説明します。

受注高は、前回公表値を変更していません。世界経済の変動を受けて、製鉄機械市
場の落ち込みやオイル＆ガス分野の投資意欲減退にともなうコンプレッサの需要減な
どはありますが、当社全体としては比較的堅調に推移していると判断しています。

売上高は、先行きの前提為替レート変更に加えて、製鉄機械などの減収傾向などを織
り込み、前回公表値から1,000億円下方修正した43,000億円としました。

営業利益は、前回公表値から200億円下方修正した3,300億円としました。粗利益の水

準つまり定常収益力に問題はありませんが、上に述べた売上高下方修正などを踏ま
えたものです。

経常利益は、前回公表値から500億円下方修正した2,800億円としました。当期に実績

として計上した為替差損や三菱自動車工業㈱の持分法投資損失などを反映したもの
です。

上記の結果、当期純利益は、前回公表値から300億円下方修正した1,000億円としまし
た。

フリーキャッシュフローは、前回公表値を変更していません。

11



配当も、前回公表値から変更ありません。

以上で、2016年度第1四半期決算の説明を終わります。
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